
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
及
び
原
子
力
政
策
の
推
進
に
つ
い
て
野
口
哲
男
・
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
参
事
官

ウ
ラ
ン
資
源
の
有
効
活
用
を

　
現
在
、
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
量
量
は
、
一
九
七
三
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
と
比

べ
、
生
活
に
密
着
し
た
民
生

や
運
輸
部
門
で
二
倍
以
上
に

増
え
た
。
世
界
で
は
今
後
、

中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
国
々

の
経
済
発
展
に
よ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
は
さ
ら
に
増
え

る
だ
ろ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
に
は
限
り
が
あ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
が
４
・
１
％

原
子
力
を
含
め
る
と

％

の
日
本
は
、
世
界
の
情
勢
に

左
右
さ
れ
や
す
い
立
場
に
あ

る
。

　
こ
の
た
め
国
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
方
向
性
を
示
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法

を
〇
二
年
に
成
立
さ
せ
た
。

安
定
供
給
の
確
保

環
境

へ
の
適
合

市
場
原
理
の
活

用
―
が
大
き
な
柱
。
そ
れ
を

具
体
化
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画

も
〇
三
年
に
閣

議
決
定
し
た
。

　
国
は
、原
子
力
発
電
を
ウ

ラ
ン
資
源
の
安
定
供
給
、
地

球
温
暖
化
対
策
な
ど
で
優
れ

た
特
性
が
あ
り
、
安
全
確
保

を
大
前
提
に
基
幹
電
源
と
す

る

と
位
置
付
け
て
い
る
。

原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
使

用
済
燃
料
を
再
処
理
す
る
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

も
、
同
計
画
で
は

供
給
安

定
性
を
一
層
改
善
す
る

と

し
て
推
進
を
基
本
方
針
に
し

て
い
る
。

　
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理

は
原
子
力
開
発
初
期
か
ら
の

一
貫
し
た
方
針
だ
が
、
こ
こ

に
き
て

地
層
へ
の

直

接
処
分
の
方
が
コ
ス
ト
が
安

い
の
で
は

も
う
少
し
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
は

と

の
指
摘
や
意
見
が
出
て
き

た
。
こ
の
た
め
、
昨
年
六
月

か
ら

原
子
力
長
期
計
画

の
五
年
ご
と
の
改
定
作
業

で
、
国
の
原
子
力
委
員
会
が

集
中
的
に
審
議
を
行
っ
た
。

　
審
議
は
全
て
公
開
の
も
と

計
十
八
回
、
四
十
五
時
間
に

わ
た
っ
た
。

全
量
再
処
理

部
分
再
処
理

全
量
直
接

処
分

当
面
貯
蔵
―
の
四
つ

の
選
択
肢
を
用
意
。安
全
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
経

済
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
長
所
短
所
を
分
析
し
、
総

合
的
に
評
価
し
た
。

　
そ
の
　結
果
、
再
処
理
路

線
を
維
持
す
　る
と
の
中
間

報
告
を
十
一
月
に
　ま
と
め

た
。
直
接
処
分
と
比
べ
　て

経
済
性
で
は
劣
る
が
、
エ
ネ

　ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
環
境

へ
の
　適
合
性
の
面
で
優
れ

て
い
る
こ
　と
な
ど
が
主
な

理
由
。
報
告
で
　は
ま
た
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
　当
面

の
中
軸
と
な
る
プ
ル
サ
ー
　

マ
ル
に
つ
い
て

推
進
の

た
　め

一
層
の
努
力
を
行

う
必
要
　が
あ
る

と
し
た
。

　
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
国
内
で
は
関

電
・
美
浜
原
発
と
日
本
原
電

・
敦
賀
原
発
で
実
証
試
験
を

行
い
、
試
験
後
も
燃
料
の
健

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

世
界
で
も
十
カ
国
で
四
十
年

以
上
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
使
用

実
績
累
積
約
四
千
五
百
体

が
あ
り
、
現
在
で
も
フ
ラ
ン

ス
な
ど
欧
州
四
カ
国
の
三
十

五
基
で
実
施
し
て
い
る
。
技

術
的
基
盤
は
十
分
に
整
っ
て

い
る
。

　
国
の
原
子
力
安
全
委
員
会

は
九
五
年
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の

装
荷
率
が
三
分
の
一
ま
で

玄
海
原
発
の
計
画
で
は
四

分
の
一

な
ら
ば
、
従
来
の

ウ
ラ
ン
燃
料
炉
心
と
同
様
に

安
全
を
確
保
で
き
る
と
の
指

針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

資
源
の
乏
し
い
日
本
は
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
プ

ル
サ
ー
マ
ル
は
安
全
に
実
施

で
き
る
。


